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平城宮跡第 58～ 68次発掘調査概要

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が特別史跡「 平城宮跡 」において

行っている発掘調査 の うち ,昭 和 44年 9月 以降に調査 を開始 した第 58～ 68

次 について調査概要 を報告す る。例年に比 して調査次数がきわめて多いが ,こ

れは現状変更に ともな う事前調査 が異常に増加 したためである。 これ らの調査

はいずれ も小面積のため顕著 な遺構は検出できなかったが ,調査範 囲を拡大す

れば当然何 らかの遺構に遭遇す る場所であ り ,こ のよ うな現状変更が績みかさ

なることは平城宮跡 の保存 ,調査 のためにきわめて好 ま しくないことはい うま

で もないがやむ をえない状況 となっているのである。

各次別の調査地区 ,発掘面積 ,期 間は次表の とお りである。

醐 発 掘 地 区 顧訂責α 発 掘 期 間

58 6ADH-0,T 2.6
昭和 44年 9月 22日 ～

昭和 44年 10月 4日

58補 6ADH 0.4
昭和 45年 2月 23日 ～

昭和 45年 2月 24日

59南 6ADD-0,P,Q′ 16.0 昭和 45年 1月 6日 ～
昭和 45年 4月 1日

59】ヒ 6ADC一 M,0,P 39,0 昭和 44年 12月 20日 ～
昭和 45年 4月 3日

60 4PUN一 K.L゛M 10.0 昭和 44年 10月 22日 ～
昭和 45年 1月 13日

61 6 AI「 ]一K,L,M 1.5
昭和 44年 11月 14日 ～

昭和 44年 12月 24日

62 6ABN一 X 2.2 昭和 45年 1月 6日 ～
昭和 45年 1月 21日

63 6ADC一 G,H,L,M 44。 6 昭和 45年 5月 1日 ～

64 6ALC― W
6ALD一 A 1.9

昭和 45年 4月 16日 ～
昭和 45年 5月 16日

65 6AAN一 M 0.3 昭和 45年 5月 8日 ～
昭和 45年 5月 12日

66 6AF男一F,H 2.5
昭和 45年 5月 7日 ～

昭和 45年 5月 23日

67 6ACO一 A 0.9 昭和 45年 7月 1日 ～
昭和 45年 7月 4日

68 6ALG一 A,B 5.5 昭和 45年 7月 10日 ～
昭和 45年 7月 20日
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正 第 59・ 63次調査

第 59・ 63次発掘調査地域は ,宮域西北部で第 52次調査 の西および北に

接す る部分で ,両地域は同一の官衡に属する ものとみ られ るので ,そ の調査結

果 を一括 して報告す る。

検出 した主な遺構は ,掘立柱建物 o3棟 ,築地 2条 ,柵 5条 ,濤 10条 な ど

がある。 これ らの遺構は ,柱穴の重複関係や建物の配置 か ら少なくとも 3期 に

分け られるので各期 に分けて略述する∩

(1)A期

まず最初に ,こ の地域 に大規模な造営の行なわれた時期で ,こ の期の遺

構 と しては掘立柱建物 5棟 ,築地 2条 ,柵 2条 ,濤 5条 などがある。

調査地域西端部にある南北方向の柵 SA3680(柱 間 2.6“ )は 25次

・ 51次調査で検出 したものの北延長部 にあたる。今回 24問分検出 した

が ,さ らに北へ延びている。 この柵 の lo切 ほ ど西に西面大垣 の側濤 と推

定 した もの及犬走 りの一部 を検出 した。

柵 SA3680の 東 24.5紀 の ところには 2× 13間 (桁行・梁行 とも柱

間 3能 )の 南北棟 SB6425が ある。 この建物は当初は 2X7FHtの 規模で

あったが っの ちに改造 され北に 6間分 をつけた して 13間 になったと考 え

られ る。

調査地域 中央で検 出 した SB6450は ,4× 7間 (桁行 。梁 行共柱間

2.9阿 等間 )の 南北に廂のつ く東西棟である。 この建物 の北にあるSB6469

は 2間 × 4間以上 (桁行柱 FHB 2.6“ 梁行柱間 2.4れ )の 東西棟 もこの時期

の建物である。

調査地域東部で南北方 向に西の柵 SA3680と 平行 して走 る柵 SA5950

(柱間 2.6初 )は 47・ 52次調査で検 出したものの北延長部で あり ,今

回 23間分 を検 出 したが北端は調査地域外 にのびてい る。調査地区北方に

あって ,柵 SA5950に 接続す る東西方向の築地 SA6475(巾 3靱 )は

この官行の北を限 るもの と思われ る。柵 SA5950と 築地 SA6475の 接
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点がこの官衡の東北隅であ り ,こ の入隅では築地 の下に木樋の暗渠を設 け

て水を外 に流す よ うになっている。築地 SA6475の 北にあ る平担地 SX

6502は ,宮域西面北門か ら東にのびる道路 の一部で ある。調査地区東部

t〔 ある南北方向の築地 SA6150(巾 4翻 )は ,SA64 75の ほぼ東延長

線上で東へ折れ まが り ,調査地区外 に延びている。 この築地は ,第 37次

発掘調査で検出 した官衛 の西北の境界 となるものである と考 え られ る。 こ

の築地の東 にある SB6487は 梁行 2間 ,桁行 5間 の南北棟である。なお

柵 SA5950と 築地 SA6150と の間にある SX6503(巾 9.5例 )は ,

2つの官衡の間にある道路で あろ う。

(2)B期

この時期 より ,A期の柵 SA3680は 少 くともこの地域の部分が取 り除

かれ ,西面大垣に至 る範囲まで広げて利用す るようになった らしい。新た

に造営 されたものとして ,掘立柱建物 7棟がある。調査地域西南隅の SB

6360(1× 6間 )は ,内部周辺 より焼土 ,炭化物 ,フ イゴの羽日 ,鉱サ

イ等 ,鍛冶関係のものが多 く出土 し ,鍛冶工 房 と推定 される建物 内のす り

鉢状の上拡 内部に蜂 の巣状の小 ピッ トがあ り ,内 部は院上が厚 く入 り ,壁

も焼けているこ とか ら炉 と考 え られ る。調査地域 西北隅の SB6400は 4

× 11間以上 (桁行 ・梁行共柱間 2.95“ )の 東西に廂のつ く南北棟で あ

る。 この建物の東 14.5例 に桁行 7間分 (柱間 3翻 等間 )の 柱通 りをそろ

えた建物 SB6185,SB6195,SB6385の 3棟がある。 SB6385

は梁行 2間 (柱間 2.7“ ),SB6195は 梁行 2間 (柱間 2.7阿 ),SB

6185は 身舎 2間 に北面 に廂のついた ,それぞれ東西棟で東半部は 52次

調査で検 出 してお り ,今回の調査で全規模が明 らかになつた。調査地区西

北部で検出 した SB6430は 4× 13間以上 (桁行柱 間 2.4“ 梁行柱間

2.75靱 )の 南北両庇の東西棟で ある。又 52次調査で南半部 を検出 した

南北棟 SB61721ま 2× 9間 (桁行柱間 2.8η 梁行柱間 2.4例 )に まとま

った。なお ,西端部の SA3680の 跡 に設け られた土拡 SK6350は 南北

43η ・東西 6“ の大きさのものであるが ,こ の中には鍛冶工房 SB6360
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の廃棄物が大量 に埋 まってお り ,こ れに関連 した施設で あろ う。

③  C期 及び以降

この時期の造営は ,B期 とほぼ同位置で似た構造の建物 を建てかえてい

る。掘立柱建物 8棟 を検出 した。

調査地域 西北隅の建物 SB640 Hま 4× 7間 (桁行柱間 2.4η )の東 西

両庇の南北棟で ある。 この建物の東 14pに ある東西棟 SB6381,SB

6190は 南北に並んでいる。SB6381は 梁行 1間 (柱間 2.9孵 ),SB

6190は 梁行 2闘 (柱 間 2.4攪 )で あり ,桁行はいずれ も 5間 (柱 間 2.9

翻等間 )で ある。 SB6381の 北 には東西棟 SB6386が あって ,3× 6

間 (桁行柱間 2.6“ ,梁 行柱 間 2_7“ )の規模をもつ。

また ,SB6401南 妻柱列 ,SB6190の 南側柱列 と南妻柱列のそろ う

SB6175は 北部の柱穴は浅 く ,一部削平 されていたが 4× 21間 (桁行

柱間 2.4例 等間 )の 南北に長い建物で ある。

以上のほか ,時期不明の建物 として SB6451・ 6453・ 6454・ 6464・

6500な どがある。

出土遺物は ,他 の地域 とくらべて量が少 ない。遺物はほ とん どが土器・

瓦類である。ほかに木簡 10数点 があ り ,断片が大半 をしめるが ,中 に

「 嶋掃進兵士 」が他の仕事に従事 したので ,員数が不足 した事 を報告 した

木簡 が 5点 出土 しているのが注 目され る。

また ,鍛冶工房関係の遺物 として ,フ イゴ羽 日 ,鉄滓等 を相当量検出 し

た。

土器類では ,「 主馬 」の墨書土器が 1点 ,「 内厩 」の墨書土器 が 1点 出

土 している。

馬寮 の遺跡について

最後に今回の調査 と ,こ れまでに行なった第 25。 47・ 50・ 51・ 52

次調査 をま とめてお く。この 7回にわたる調査地区は ,宮 西端部 中央 北よ りに

あた り ,南北は西面中門か ら西面北門に至 る約 280例 ,東 西は約 120例 の
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広 さをもつ。 ここか ら多数 の遺構 を検出 したが ,それ らには一つのま とま りを

認めるこ とができる。 この地域で検出 した建物群 には数 回にわたる造営が認 め

られ るが ,こ れ らはすべて築地 と柵によって囲まれた区画内に建て られている。

しかも ,そ れ らの建物はこの区画内の周辺部に配置 され ,中央部は広い空地 と

して残 され ている。なお建物 の中には ,桁行が 14～ 21間 とい う非 常に間数

の多いものが集まっていることもこの地域の特色の一 つといえる。 したがって ,

この築地 と柵 によって囲まれたこの区画を一つの官衛であると考 えることがで

きよう。この区画の西は柵 SA3680(後 には西面大垣 SA1300)に よって ,

東は柵 SA5950で 限 られ ,】ヒは雰割也SA6475に よって限 られて Vヽ る。 南 に

ついては調査地域外であるため確言出来 ないが ,SA368oの 南端が西面中門

の北端部 にあることか ら ,こ こを南限 とみることがで きよう。 とす ると ,こ の

官行は東西 8 4 PrD(28丈 )。 南北 252例 (85丈 )の規模で あったこ とに

なる。

この官行の性格を考える上で参 考になるのは ,こ の地域で検 出した土師器に

墨書された「 主馬 」(2点 )と 須恵器に墨書 された「 内厩 」(2点 )がある。

主馬の名 をもつ官司には ,東宮の主馬署 と ,天応元 年 (781)か ら大同元年

(806)ま でにみえる令外官の主馬寮が ある。「 主馬 」の墨書土器が奈良時

代末期の ものであること ,ま た官衛 プロックの大 きさか ら考えて ,東宮の一部

である主馬署 とみるよ りは ,奈 良時代末 か ら平安時代初頭 の一時期左右馬寮を

統 合 して設置 された主馬寮 と考えるのがよいで あろ う。「 内厩 」は天平神護元

年 (765)か ら大同元年まで存続 した令外官 の内厩寮 をさす とおもわれ る。

主馬寮 と内厩寮 との関係は不明であるが ,いずれにせ よ奈良時代末頃 ,こ の地

域 に馬 を扱 う官司が置かれていた とみてよかろ う。なお ,平 安宮「 大内裏図 」

では ,左右馬寮は東西 35丈 。南北 84丈 の規模で ,宮 の西辺 に配置 されてお

り ,こ の地域 の調 査で確認 した官衛 プロックと ,そ の位置 ・規模 もともに類似

している。 したがって ,こ の地域は ,一時期存在 した主馬寮・内厩寮 とその前

身である左 (右 )馬寮では ないか と推測 され る。
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I第 68次調査

第 68次発掘調査はボー リング場建設 に伴な う緊急調査 として ,平城宮東院

の南に接す る宮外地で実施 した。すでに第 44次 調査 で確認 された坊間大路 西

側濤の南延長に沿 って ,幅 10れ ,長 さ50れの南北 トレンチを設定 した。検

出 した遺構 は建物 8棟 ・柵 4条・木樋 暗渠 2条等であった。

遺構は大路 西側濤 SD5870の 西では ,柵 。建物 の建てかえが非 常に多いた

め ,当初濤に沿 ってあった と推定 される築地塀の痕跡は認 め られなかった。

SB6545は 桁行 7間以上 ,4面庇か とみ られ る。濤 と重複 しているが ,遺構

の検 出状況か らみる と ,濤 と同時期の可能性 もある。他の建物 はすべて東側柱

又は妻柱 を築地推定線 よ り西へ収めて建ててお り ,柵は築地推定線の上に設け

ている。濤よ り東の大路路面か らは トツンチ中央部 と南端 に 2本の東西方向に

路面 を横断す る木樋 暗渠 SD6552と 6553が 検出された。南の暗渠は SB

6545よ り新 らしい。

出土遺物 には多量の瓦・土器・木簡な どが ある。軒瓦は 6282-6721型

式・ 6311-6664型 式 な どが多 く ,他に ,鬼瓦 。三彩施釉瓦片が出土 してい

る。土器 も殆んどが ,世紀中期以後のもので ,墨書土器には「 東隅 」「 南隅 」

「 東南 」「 東北隅 」など何等かの位置を示すと思われるものがある。木製品で

は大形の竪櫛 `斎 串 ,胡桃形の木印が出土 した。これ らの他に ,和銅開弥・高

年通宝・神功開宝・麻布・漆膜片 (「 宝亀二年 」の墨書あり )。 木簡・木材断

片 (「 綿侶釘 」の員数墨書あり)な どがある。
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第68次発槻遺構配置図
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Ⅲ 現状変更 tこ ともなう調査

1)第 58次 右京三条一坊十六坪 ・西一坊大路

この調査は宅地造成 に ともな うもので ,奈良市尼辻町 と横領町の二個所

で ある。発掘地は前者 (T地区 )は 右京三条一坊十六坪 っ後者 (O地区 )

は西一坊大路 にあたる。発掘結果 ,T地区では奈良時代の遺構はな く ,中

世・近世の小穴・濤 などを検出 したのみである。 O地区では発掘区は大路

上にあた り ,と くに顕著 な遺構は検 出されなかった。遺物は軒丸瓦一点 と

土師器片数点 を発見 した。

2)第 58次 補足 西一坊大路 と二条大路の交 点

宅地造成にともな う調査で ,場 所は奈良市横領町小割にあ り ,三条池の

南・ 秋篠川の東である。調査 の結果 ,大路上にあたるとみ られ ,顕著 な遺

構はなかったが ,南北畦畔 を発掘 した ところ ,中 世の秋篠川 自然堤防の一

部 を検 出 した。遺物 は全 く出土 しなかつた。

3)第 60次  ウワナベ古墳外発部中央以南

国道 24号奈良バ イパス建設に伴 う事前調査である。古墳の周濠の現在

の岸 か ら約 25初離れて ,ほ ゞこれに平行す る円筒埴輪列 ,さ らにこの 2

“
東 に奈良時代 の幅 2紛の南北濤 1条 を検出 した。円筒埴輪 列 と空濠は南

北両端 とも後世の削平 をうけて失われてお り ,南北 96例 にわたる部分 し

か検 出で きなかった。 しか し 、この調査で ウワナベ古墳 の周庭帯 の規模や

構造が明 らかになったのは大 きな成果であった。

4)第 61次 一条高校東側

第 60次 と同 じく奈良バイパス建設予定地の調査 で ,57次 の南に接 し

県道一条通 りの南にわたる。 この地域は東三坊 大路 の存在 していた場所だ

が ,後世の河川の氾濫 によって大 きく破壊 されていった。東側濤 も現在河
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川敷になっていて調査不能で あった。

5)第 62次 平城宮北辺中央

家屋新築にともな う調査で ,ほぼ平城宮の北辺中央に当 り っ北側 20靱

に北面 大垣 を推定 している。調査 によって土拡 15。 濤 5条 。小穴多数 を

検出 した。発掘 区中央に径約 5“ ,深 さ 0.82の不整形土拡 があ り ,こ の

周囲に径 2紀 前後 ,深 さ 0。 52の 土拡がある。いずれの土拡か らも近世の

瓦 。土器・下駄・陶器・磁器が出土 した。小穴群か らの出土遺物は少いが

土拡群 と同様の遺物 を出土 している。

また中央の土拡が埋め られた後 ,こ の上に瓦・礫 を部分的に用いた幅

30∽ ,深 さ 10側の南北濤 がある。

以上か ら発掘 区内には奈良時代の遺構 は羨 ってお らず ,近世 に一部地山

を削 り ,平坦地に して性格不明の上拡群が多数つ くられたものであると考

えられ る。

6)第 64次 平城宮東張 出部東端中央附近

この調査 も宅地造成 に ともな うもので ,宮城 東面大垣推定位置に接 して

東側の宮外 (W地区 )と 西側の宮内東院部分 (A地 区 )と の 2個所である。

W地区では東面大垣の痕豚は検出できなかったが ,大垣の外濠 と考 えら

れる幅 1.2“ の南北濤 を検出 した。 この他 に土拡 1基・小穴数個 ・中世の

井戸 2基 などを発見 した。

A地区は宮城門の存在が考 え られ る地域だ が ,近世の濤状攪乱 と トレン

チが重なったため調査の結果は F日跡 と見 られ る明確 な遺構は発見できなか

った。ただ調査地区西半部に凝灰岩 の細片が散乱 してお り ,中 央西よりの

ところで西に下る段落を検出 したので ,附近に凝灰岩 を用いた建物基壇 の

存在 が考 え られ る。
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7)第 65次 第 2次 内裏北方

同 じく宅地造成にともな う調査で ある。発掘地はかつて家 屋がたて られ

ていた ところで ,上部は後世の攪乱 をうけている。遺 構は調査地区東部で

南北に 3個並ぶ柱穴列 と数個 のピッ トのみで ,他 に顕著 な遺構は検出で き

なか った。また遺物は後世のものばか りで あった。

8)第 66次  左京一条三坊十五坪 相当地

これ また宅地造成に ともな う調査があるが ,さ きにバ イパス事前調査 と

して行われた第 56次調査で発見 した庭園 を有する邸宅跡の西半にあたる

ところで 2地区 (F・ H)に 分れる。 F地区の西 トツンチか らは何 も出ず

東 トンンチか ら柱穴 とおぼ しきもの4個 。東西濤 2条 を検出 した。遺物は

平瓦 ・土器片が数点出土 した。

H地区では 西 トレンチの西端で濤状のもの .中 トレンチでは中央やや東

寄 りに柱穴 2個 ,東 トレンチではピッ ト群 と56次調査に続 く平塚 2号墳

の周濠部 を東端でそれぞれ検出 した。その他 に新 しい時期の井 戸や濤等で

特 に遺構 としてまとまるものは検出されなかった。遺物 は土器片 が少 し出

ただけである。

9)第 67次 宮城西北部

宅地造成 にとも/Fう 緊急調査で ,場所は佐紀池のす ぐ西側 である。調査

の結果 ,遺構面は西隣の第 49次 調査 と同 じく ,黒色の砂質 の整地層で ,

検出 した遺構は トツンチ西寄 りに幅 1,8開 の南北濤 1条 ,ト レンチ東寄 り

に落 ちこみを検出 したのみである。遺物 は奈良時代の瓦片 喩土器片を数 点

検 出 した。
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Ⅳ 木 簡

出土木簡の うち主なものを以下にかかげ る。

第 68次 出土木簡

台P 軍 6081型
式   「権ラ葵日 該;:型望鹿芦掘」  (シラ,ま習等)

舎: 阜 6081型式 ω 「龍エイヘ物ち魯竜邑景  」
9【

琴確驚撒 き〕

舎悪 努 6081型式  「呂癖Iを浄後 と:1岳 IBB子羊孔
'ヒ

錦イ乙十

:: 
畳  6033型

式  ω 「糸下那避米□□ 」

t91「 火氏十兆日  」

:: 畳 6039型
式 0 「乏治園丈g多 添宅弩EI] 」

9「 白髪マ爵鬼塩―十 コ
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第 63次 出土木簡

:B6011型式 ω 「 鳩 掃進 客 士 HEl人依 逆 ラヒ芝格 粽 敷 ス 」

9 「
i螢

)左

以 形     入子十年六月た口     」

:]6011型式 的「鼈場進率
=閉

人ほ人慢致災 」

9「 状 左 以 オタ  夭料 一年二月二日  」
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